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1. 四半期財務情報の作成等に係る事項

①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：無

②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：有

　（固定資産の減損に係る会計基準）

　　　固定資産の減損に係る会計基準及び固定資産の減損に係る会計基準の適用指針を適用しております。これにより税金等調整前四半期純利益が

　　5,883百万円減少しております。

③　連結及び持分法適用範囲の異動の状況 ：有

　　　㈱ｲｽﾞﾐﾔ･ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾊﾟﾜｰについては、当中間連結会計期間において新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

　　なお、前連結会計年度において連結子会社でありました㈱ｴﾙｱｲ・ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝは清算したため、連結の範囲から除いております。

　　また、㈱レマン地所については、平成17年8月16日付で日泉総合管理㈱と合併したため、連結の範囲から除いております。

④　公認会計士又は監査法人による関与の有無 ：無

2. 平成１８年２月期第３四半期財務・業績の概況（平成１７年３月１日～平成１７年１１月３０日）

（１）経営成績（連結）の進捗状況 （単位 ： 百万円未満切捨）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

270,093 （0.2） 3,572 (52.0) 2,894 (75.4) △ 286 （　-　）

269,471 （　-　） 2,351 （　-　） 1,650 （　-　） 279 （　-　）

365,014 5,227 4,322 1,839

円 銭 円 銭

△ 3 34 － －

3 29 3 26
21 21 21 06

（注）営業収益、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。
　

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕

（２）財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円 銭

1,207 18

1,208 64
1,223 11

〔財政状態の変動状況に関する定性的情報等〕

当第３四半期において財政状態に重要な影響を与えた事象はございません。

【参考】

〔連結業績予想に関する定性的情報等〕

現時点では、平成１７年１０月５日の平成１８年２月期中間決算発表の業績予想と変更はなく、予想どおり順調に推移しております。

問 合 せ 先 責 任 者

代 表 者

平成１７年２月期第３四半期

  　　平成17年12月26日

（コ ー ド 番 号　　　　８２６６）

役職名　代表取締役社長

役職名　秘書・広報室長

四半期（当期）純利益

平成１８年２月期第３四半期

株 主 資 本 比 率 1 株 当 り 株 主 資 本

営 業 収 益営 業 利 益経 常 利 益

（参考）平成１７年２月期

平成１８年２月期第３四半期

平成１７年２月期第３四半期

（参考）平成１７年２月期

1株当り四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後1株当り
四半期（当期）純利益

総 資 産株 主 資 本

　当第３四半期は、当社の戦略業態であるｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰの２号店として八幡店（京都府）を開店いたしました。平成15年7月に１号店として開店した八尾
店（大阪府）で培った商品構成やｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ等のﾉｳﾊｳを活かしております。既存店におきましては、基本の徹底を図るべく、在庫削減に取り組みまし
た。特に衣料品については、中小型店舗の発注数や在庫数を本部に配置した専任のｺﾝﾄﾛｰﾗｰが一元管理することにより、在庫の適正化を図ると共に、店
舗運営の効率を高めました。その結果、衣料品と住居関連品は好調に推移しました。食料品については、昨年の野菜相場高騰の反動等に伴う単価ﾀﾞｳﾝ
により苦戦しました。
　ｸﾞﾙｰﾌﾟ各社におきましては、ｶｰﾄﾞ事業のｲｽﾞﾐﾔｶｰﾄﾞ㈱が好調だったほか、衣料品販売業の㈱ﾃﾝﾌｧｯｼｮﾝｽﾞや書籍販売業のｱﾐｰｺﾞ㈱、飲食業の㈱ｻﾝﾛｰﾘｰが
ｸﾞﾙｰﾌﾟ外への出店を推進いたしました。さらに、食品加工製造業の大阪ﾃﾞﾘｶ㈱は自社製品の販路拡大に注力し、高速道路のｻｰﾋﾞｽｴﾘｱや病院等への納品
を開始いたしました。
　これらの結果、営業収益は増収、営業利益及び経常利益では増益となりました。

平成１８年２月期第３四半期

平成１７年２月期第３四半期

（参考）平成１7年２月期

262,113

266,633

262,430

103,890

103,054

104,503

39.6

38.7

39.8
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〔添付資料〕

 １.（要約）四半期連結貸借対照表
（単位：百万円未満切捨）

               期  別 当第３四半期末 前第３四半期末                期  別 当第３四半期末 前第３四半期末

科  目 科  目

金　　額 金　　額 金　　額 金　　額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流 動 資 産 61,065 59,738 流 動 負 債 82,117 98,425

現 金 及 び 預 金 6,784 7,225 支払手形及び買掛金 30,791 29,553

受取手形及び売掛金 13,287 12,491 短 期 借 入 金 34,552 49,626

た な 卸 資 産 26,088 26,675 ｺ ﾏ ｰ ｼ ｬ ﾙ ﾍ ﾟ ｰ ﾊ ﾟ ｰ － 3,000

繰 延 税 金 資 産 2,731 2,617 そ の 他 16,773 16,245

そ の 他 13,071 11,481 固 定 負 債 75,852 64,902

貸 倒 引 当 金 △ 897 △ 753 社 債 8,325 8,302

長 期 借 入 金 55,084 43,774

固 定 資 産 201,031 206,853 預 り 保 証 金 7,104 6,878

（ 有 形 固 定資 産） (146,063) (139,537) そ の 他 5,337 5,946

建 物 他 68,008 69,432 負 債 合 計 157,969 163,327

土 地 78,055 70,104 （ 少 数 株 主持 分）

（ 無 形 固 定資 産） (9,831) (9,157) 少 数 株 主 持 分 253 251

( 投 資 そ の 他 資 産 ） (45,136) (58,158) （ 資 本 の 部 ）

繰 延 税 金 資 産 1,107 2,475 資 本 金 39,066 39,066

敷 金 及 び 保 証 金 33,330 40,799 資 本 剰 余 金 47,057 47,058

そ の 他 10,769 14,958 利 益 剰 余 金 17,211 16,998

貸 倒 引 当 金 △ 70 △ 74 その他有価証券評価差額 金 1,164 927

自 己 株 式 △ 609 △ 996

繰 延 資 産 16 40 資 本 合 計 103,890 103,054

資 産 合 計 262,113 266,633 負債、少数株主持分及 び 資 本 合 計 262,113 266,633

（平成16年11月30日
現在）

（平成17年11月30日
現在）

（平成17年11月30日
現在）

（平成16年11月30日
現在）
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（単位：百万円未満切捨、％）

期　　　別

科  　目

金　額 百分比 金　額 百分比 金　額 百分比

％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高 263,368 100.0 263,294 100.0 356,697 100.0

Ⅱ 売 上 原 価 183,826 69.8 182,464 69.3 248,918 69.8

売 上 総 利 益 79,541 30.2 80,829 30.7 107,778 30.2

Ⅲ 営 業 収 入 6,724 2.6 6,177 2.4 8,316 2.3

営 業 総 利 益 86,266 32.8 87,006 33.1 116,095 32.5

Ⅳ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 82,693 31.4 84,655 32.2 110,867 31.0

営 業 利 益 3,572 1.4 2,351 0.9 5,227 1.5

Ⅴ 営 業 外 収 益 441 0.1 545 0.2 785 0.2

Ⅵ 営 業 外 費 用 1,120 0.4 1,246 0.5 1,690 0.5

経 常 利 益 2,894 1.1 1,650 0.6 4,322 1.2

Ⅶ 特 別 利 益 7,755 3.0 - - 797 0.2

Ⅷ 特 別 損 失 10,266 3.9 792 0.3 1,304 0.3

税 金 等 調 整 前 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益 382 0.2 857 0.3 3,815 1.1

税 金 費 用 659 562 1,966

少 数 株 主 損 益 9 16 9

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 △ 286 -0.1 279 0.1 1,839 0.5

前連結会計年度

自　平成16年3月１日

至　平成1７年2月28日

自　平成17年3月１日

至　平成17年11月30日

自　平成16年3月１日

至　平成16年11月30日

２．（要約）四半期連結損益計算書

前第３四半期当第３四半期 〔参　考〕
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